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特に、1900 年代から 1920 年代における、青年団の全国組織化に至る過程に関しては、
青年団史の記述と青年団運動における言説、社会教育（史）研究での青年団に関する論
及（以下、「青年団論」とする）では、一般に以下のプロセスで説明される 7)。まず、①
近世以来の村落での伝統的青年集団である「若者組 8)」が、おおよそ 1890 年代から小学
校教員や地域名望家らの関与によって、青年会として改組される。②それらが、地方改






































































例えば、1900 年代から 1920 年代にかけての青年団組織が国家的にも注目されていく時期、
続いて終戦直後から 1960 年代にさしかかった時期までという、青年団史上の最活性期、































































着目がなされてきた。これは後述するように、1960 年代から 1970 年代において社会教育
（史）研究が自己教育 24)運動に傾倒するようなると、よりその傾向が強まる 25)。
この青年団施策を含め、いわゆる「上から」の施策に関する通史的分析は、橋口菊らに

























































































































































































































































































































































編者 書名 出版者 刊行年
福島県教育委員会編 『福島県教育史第１巻』 福島県教育委員会 1972
猪苗代町史編さん委員会編 『猪苗代町史⺠俗編』 猪苗代町史出版委員会 1979
保原町史編纂委員会編  『保原町史第四巻 ⺠俗』 保原町 1981
梁川町史編纂委員会編  『梁川町史第11巻⺠俗編Ⅰくらし』 梁川町 1991
勝⽥市史編さん委員会編 『勝⽥市史 ⺠俗編』 勝⽥市 1975
東海村史編さん委員会編  『東海村史⺠俗編』 東海村 1992
⿓ヶ崎市史編さん委員会編 『⿓ヶ崎市史⺠俗編』  ⿓ヶ崎市教育委員会 1993
⽜久市史編さん委員会編 『⽜久市史 ⺠俗』 ⽜久市 2002
芳賀町史編さん委員会編 『芳賀町史  通史編 ⺠俗』 芳賀町 2002
太⽥市編 『太⽥市史 通史編 ⺠俗（上巻）』 太⽥市 1984
⾼崎市史編さん委員会編 『新編 ⾼崎市史⺠俗編』 ⾼崎市 2004
浦和市史総務部市史編さん室編 『浦和市史 ⺠俗編』 浦和市 1980
飯能市史編纂委員会編 『飯能市史 資料編Ⅵ ⺠俗編』 飯能市 1983
岩槻市史編さん室編 『岩槻市史 ⺠俗史料編』 岩槻市 1984
群⾺県史編さん委員会編 『群⾺県史 資料編25 ⺠俗Ⅰ』 群⾺県 1984
⼋潮市編 『⼋潮市史⺠俗編』 ⼋潮市役所 1985
三郷市史編さん委員会編 『三郷市史第九巻 別編 ⺠俗編』 三郷市 1991
蕨市 『新修蕨市史 ⺠俗編』 蕨市 1994
静岡県編 『静岡県史 別編1 ⺠俗⽂化史』 静岡県 1995
⻑野県編 『⻑野県史 ⺠俗編 第⼀巻（⼀）     東信地⽅ ⽇々の⽣活』 ⻑野県史刊⾏会 1986
⻑野県編 『⻑野県史 ⺠俗編 第⼆巻（⼀）     南信地⽅ ⽇々の⽣活』 ⻑野県史刊⾏会 1988













文 75)、飯塚一幸 76)、鬼塚博 77)と、この「官製」青年会が受容されていく背景を、単に教
化的なものとすることから、拡げ論じていく流れが展開する。これらの諸論考は、結果と
して、伝統的青年集団が青年会・青年団へと改組されていく過程を意味づけ直したものと
















































































































































































































また、本研究では、① 1900 年代から 1930 年代にかけての青年団組織が国家的にも注目
されていく時期、続いて、②終戦直後から 1960 年代にさしかかった頃までの青年団史上



















































































































































































































































―地方自治と社会教育―」、『教育学研究』第 24 巻第 4 号、金子書房、1957、pp.1-18、同「わが国社会
教育の成立とその本質に関する一考察（二）」、『教育学研究』第 24 巻第 6 号、金子書房、1957、pp.29-37、


























































































46)初代、一木喜徳郎（在任 1924（大正 13）年～ 1925（大正 14）年）、第３代、後藤文夫（在任 1930
（昭和５）年～ 1934（昭和９）年）、第４代、田澤義鋪（在任 1934（昭和９）年～ 1936（昭和 11）年）、
第５代、香坂昌康（在任 1936（昭和 11）年～ 1938（昭和 13）年）と、全て内務官僚出身者であった。
47)後述するように、著述は野口孝徳、志村義雄が当たった。
48)1934（昭和９）年～ 1936（昭和 11）年に第４代理事長。戦後になって 1956（昭和 31）年～ 1969





51)柳田國男『定本柳田國男著作集 第 29 巻』筑摩書房、1970 所収。





















































































































82)埼玉県編『新編埼玉県史 資料編 25 近代・現代 7 教育・文化 1』埼玉県、1984、長野県編『長野
県史 近代史料編 第八巻(一) 戸口 社会集団』社団法人長野県史刊行委員会、1987 など。その他、
本研究のテーマに関わっては、『浦和市史第四巻 近代史料編Ⅳ』（浦和市史総務部市史編さん室編、浦
和市、1982）は社会史的な資料価値が高い。同書には最終的に旧三室村（現：さいたま市）三室小学校
































































































































































いては 15歳前後から一人前として扱われることが通例であるが、15歳前後から 30 歳前













































































































出版年 編著者 書籍・論文表題 出版社・発行者
1887 ⻄村 茂樹 『⽇本道徳論』 ⻄村 ⾦治
1896 ⼭本 瀧之助 『⽥舎⻘年』 ⼭本 瀧之助
1909 ⼭本 瀧之助 『地⽅⻘年団体』 洛陽堂
1926 ⽥澤 義鋪 『政治教育講話』 新政社
1926 ⽇本⻘年館調査課 『⻘年団の研究資料―第⼆期⻘年館時代―』 ⽇本⻘年館調査課
1930 ⽥澤 義鋪 『⻘年団の使命』 ⽇本⻘年館
1931 熊⾕ ⾠治郎編 『⻘年宿』 ⽇本⻘年館
1933 熊⾕ ⾠治郎 『⻘年団の経営 農村の部』 ⽇本⻘年館
1936 下村 ⻁六郎編 『若者制度の研究』 ⼤⽇本連合⻘年団












































































































このように山本は、1900 年代から 1910 年代にかけての青年団組織化のイデオローグと
して活躍したと言える 30)。しかし、以後の 1920 年代から 1930 年代に加速度的に展開する
官製青年団化や青年団中央組織の成立に際して、中央において適切な位置づけがなされた











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































限り、1950（昭和 25）年に下村湖人（虎六郎）が「僕の二十歳ごろ」、横山祐吉編『青年』第 35 巻 6 号、
財団法人日本青年館、p.83 において、「日本青年団運動の父と仰がれる田澤義鋪先生は」と評している。
翌 1951（昭和 26）年には、熊谷辰治郎が「青年団史上に輝ける思い出―明治神宮御造営奉仕の意義


























形成論―青年団教育に追求した国民主義の課題―」、『国際基督教大学学報 I-A 教育研究』№ 10、1963
を嚆矢に、宮坂広作『近代日本社会教育史の研究』法政大学出版局、1968、p.187 においても行われた。
41)田沢義鋪記念会代表丸山鶴吉編（下村湖人著）『田澤義鋪』財団法人田澤義鋪記念会、1954、pp.226-231。















































72)Hall G Stanley. Adolescence : its psychology and its relations to physiology, anthropology, sociology, sex,























なお結論を先んじて述べると、終戦直後から 1950（昭和 25）年から翌 1951（昭和 26）
年まで続く朝鮮戦争の時期にかけて、日本青年館によって「田澤精神」が称揚されたこと













































































































ねていた、財団法人田澤義鋪記念会 13)によって、『田澤義鋪選集』が 1965（昭和 40）年よ

























































































1948（昭和 23）年 10 月、日本青年館第 10 代理事長・佐々弘雄が、就任後わずか８ヶ




















































栗原は、1939（昭和 14）年から 1941（昭和 16）年まで大日本青年団常任理事に就任し、



















































































ための青年学級の充実を希望する」『NIPPON 青年』1959 年 12 月号）、1959 年の社会教育
法改定に当たっては、積極的に 13 条規定の廃止を唱える（「社会教育団体に補助金を出す























1961（昭和 36）年、満 68 歳になる年に藍綬褒章を受ける 53)。受勲を祝う会でのコメント
には、戦前から一貫して 40 年におよぶ青年教育への賛辞が寄せられる。ここにおいて、
熊谷は公職追放の不名誉を返上し、戦前・戦後に一貫した「青年運動家」として位置付け



































































以後、『社会教育』では、永杉喜輔 61)、桜井庄太郎 62)、高橋九一 63)、熊谷辰治郎 64)と、1930
年代までの大日本連合青年団の時期における青年団に関する研究と、「青年団の源流とし
て」の若者組研究の論文が続けて掲載される。さらに、『NIPPON 青年』においても、ほ




















































































































































































































31)『NIPPON 青年』1960 年 9 月号、日本青年連盟、p.23。
32)盛岡市公式 HP「郷古潔」（http://www.city.morioka.iwate.jp/moriokagaido/rekishi/senjin/007467.html）、2015
年 12 月 29 日閲覧。
33)成田久四郎「井上秀」、26)前掲書、pp.182-185。









年』1960 年 3 月号、p.2）。
39)福生市編・発行『福生市史 下巻』1994、p.817。
4 0) 荘 内 日 報 H P 中 、「 郷 土 の 先 人 ・ 先 覚 6 1 菅 原 兵 治 」

























































66)高橋九一「岩手を基盤とする若者組の考察」『NIPPON 青年』1965 年 1 月号、日本青年連盟、1965a。





68)この事情は、『NIPPON 青年』1964 年 2 月号の「日本青年運動史研究協議会要項（p.8）」からうかが
われる。同協議会は、日本青年連盟が主催した。趣旨は、地域青年団の体質改善を図るために、「地域
青年団を歴史的、社会的の両面から研究しなければならない（同）」とされ、まずは若連中の昔から資
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































売新聞社、1955）、同編『日本の青年 昭和 31 年版』（読売新聞社、1956）、日本青年団協議会編『日本
の青年 昭和 32 年版』（読売新聞社、1957）、同編『日本の青年 昭和 33 年版』（読売新聞社、1958）、
同編『日本の青年 昭和 34 年版』（読売新聞社、1959）、同編『日本の青年 昭和 35 年版』（日本青年館、



































































































































ている。1955（昭和 30）年には 3,355 人の人口があった 5)が、合併後の 2006（平成 18）























年に名栗村制が施行された際、15 の区に再編された。この区はそのまま 1940（昭和 15）
年には、部落会として位置づけられた。戦後、この区を受け継ぐ行政区（戦後、第 10 区
















































































































一時、名栗を離れた 30)。その後、1899（明治 32）年 11 月には、帰村して家業に従事して
いたようである。1899（明治 32）年 11 月１日～ 1900（明治 33）年６月 17 日、11 月１日
～ 11 月８日、1901（明治 34）年１月１日～ 10 日、２月 11 日～ 15 日の間、すなわち彼





量の専門書を取り寄せて自学していること、1900 年 11 月２日から６日まで、自宅や友人
宅で「夜学会」を実施するなど、その知識・教養への関心がうかがわれる。
しかし、この頃に成立していた甲南智徳会に関しては、日記から 1899 年、1900 年後半
の記述が欠落していることを差し引いても、1899 年 11 月初めの遠足（行軍）と 1901 年
【表4-3-1】豊住正平の日常生活　（1899（明治32）年12月15日～1890（明治33）年1月18日）





























































































































































































村内には 1890 年代からの祭礼案内の記録や案内状が残る 41)。上掲「第四区青年団規約」































































の年齢は 17 歳から 30 歳までとされ、従来の「若者」や甲南智徳会の年齢構成と異なる、
いわゆる官製青年団としての形が整ったことがうかがわれる。名栗村青年団は、しばらく
甲南智徳会以来の３部会制を採っていたが、1927（昭和２）年よりは下名栗は２区ごと、






















































































































































33)明治三七年一月「甲南智徳会第二部会記録」、上名栗町田晋家文書。1904（明治 37）年１月 13 日か














41)明治 29 年 11 月「八雲神社例祭にて演劇興行に付案内状」、下名栗豊住三芳家文書。







47)大正５年９月 20 日「名栗五・六区青年団 芝居人夫出役簿」下名栗豊住三芳家文書。














































































懇談していたという 9)。1955 年頃においても常会は最低月に２回はあり 10)、結果として１
週間に１回は必ず集まって世間話をしていたという 11)。このように、青年会館は「たまり
場」として日常的に用いられ、青年会はいわば娯楽集団としてその結合を見せた。













































































































































































【表 5-3-1】 1956（昭和 30）年度椚目青年会の年間活動 
出典）1955（昭和 30）年度椚目青年会誌『つどい』より筆者作成。 
 
















    16日 
８月17日 


































































































































































































































































なお、菊地は 1963（昭和 38）年、1964（昭和 39）年度と日青協副会長を務めた後、1971
（昭和 46）年には革新系無所属として衣川村長に当選。以後１期落選を経て返り咲き、









































































































































10)花巻市青年団体協議会編・発行『ひたすら燃えた日々 花巻市青年団体協議会 20 周年記念誌』、1974、
p.29。
11)Ｂ氏談（1996（平成８）年 11 月 2 日）。
12)椚目青年会会報「つどい」（1955.12.30）により、同年の収支決算を見ると、舞踊団が集落内外の演芸
















（http://www2.iwate-ed.jp/hkn-h/）2017 年 1 月 29 日閲覧）。旧校地には現在、花巻市立桜台小学校がある。




























24)なお、Ｂ氏のもとに現存する脚本には、1957（昭和 32）年１月 22 日の日付があった。後年再演され
たときのものと考えられる。
25)以下は 1996（平成８）年 11 月１日と 11 月２日にＢ氏にインタビューを実施した内容による。
26)Ｂ氏蔵。
27)現在の社名は株式会社ネクスグループに変更されている（株式会社ネクスグループ HP 中、「沿革」









協理事、1963（昭和 38）年～ 1964（昭和 39）年度の日青協副会長を務めた菊地豊が、日青協の青年問






































年 1 月 13 日。菊地は 1932（昭和７）年生まれで 2018（平成 30）年没。




41)なお、当初は、1959（昭和 34）年９月 30 日付の「岩手日報」朝刊に掲載された川村光夫（湯田ぶど
う座主宰）による、「青年演劇の新しい方向 まず対象を見つめよう 青年大会演劇部門を審査して」に
始まり、本文中に挙げた同年 10 月７日付の「岩手日報」夕刊「夕刊論壇」における、池野の「青年演劇
の疑問に答える 青年演劇の審査をめぐって」、10 月 12 日付「夕刊論壇」の川村光夫「演劇のあり方」、11
月 15 日付朝刊「青年演劇の意図と方向 青年大会参加安代青年会の『え小屋』をめぐって」、1960（昭













































立し、1967（昭和 42）年には町制が施行された。2001（平成 13）年 10 月に大船渡市に吸
収合併され、現在大船渡市三陸町となっている。人口動態のピークは 1960（昭和 35）年
の 11,417 人、青年会館建設直前の 1970（昭和 45）年の総人口は、10,279 人、合併直前の




































































































































































































【表6-2-2】1974（昭和49）年度               【表6-2-3】1974（昭和49）年度 
   浦浜青年会の職業別構成         浦浜青年会の年齢別構成 
    
 職業 男 女 計  年齢（歳） 男 女 計  
大工   3   0    3       18   0   1     1 
土建業   1   0    1       19   0   1     1 
自営業   1   0    1       20   0   1     1 
店員   0   2    2       21   1   3     4 
会社員   0   1    1       22   3   4     7 
事務員   0   1    1       23   1   0     1 
調理師   0   1    1       24   1   1     2 
保母   0   1    1       25   1   0     1 
団体職員   0   1    1       26   0   0     0 
公務員   3   2    5       27   0   0     0 
主婦   0   1    1       28   1   0     1 
家事手伝い   0   1    1 計   8  11    19 
計   8  11   19  
                                                            






















































氏は、1973（昭和 48）年２月 11 日に生活改善センターにて開催された「第８回三陸町青
年の主張大会」において、「浦浜青年会館完成を真近にして」と題して意見発表を行った。
マ マ











































































































































































































































































1973（昭和 48）年は 56 日間の練習を重ね 34)、浦浜念仏剣舞は、第 22 回岩手県青年大
会郷土芸能部門に出場するが、優秀賞（２位）に終わった。翌 1974（昭和 49）年は、１
月から７月までで 63 日間の練習を行った 35)。この年は県青年大会郷土芸能部門で優勝し、
第 23 回全国青年大会郷土芸能部門に出場して努力賞を得た。また、同年中は盆中に地域















































































わらず、青年会館建設とそこでの実践に関わる議論が 1980 年代まででついえていった 50)
のも、このことが大きな要因となっていたことが想定される。
（２）青年集団の引退原理と施設空間














































































5)インタビュー調査は、2002（平成 14）年６月から 10 月まで計 17 名に対して実施した。
6)平成 12 年度（改訂版）「三陸町政要覧 資料編」による。
7)旧越喜来村域には、越喜来・崎浜・甫嶺（ほれい）の３小学校と越喜来中学校がある。なお、2011







11)個人蔵「昭和 49 年４月 10 日 四十八年度総会にあたり」による。
12)同上。
13)2002（平成 14）年７月 17 日インタビューによる。
14)11)前掲資料中に、1964（昭和 39）年度の行事として、「村民運動会協力 連青陸上競技会参加 学
習会８日 □□（不明）教室 10 日」の記載がある。
15)Ｂ氏著「追善供養と剣舞」（三陸町連合青年団『若もの 昭和 47 年度第二版』1973）、p.21。
16)13)前掲。
17)三陸町教育委員会編『三陸町の無形民俗文化財（虎舞・剣舞編）』、1987、p.22。
18)2002（平成 14）年７月 18 日インタビューによる。
19)1964 年前後、Ａ氏が越喜来の北にある吉浜支所に勤務しているときに、地元のメンバー中心で結成
したという。「うたごえサークル」とも交流があり、水沢市（現：奥州市水沢区）や北上市の喫茶店に
















29)2002（平成 14）年７月 17 日インタビューによる。
30)2002（平成 14）年７月 17 日インタビューによる。
31)2002（平成 14）年８月 17 日インタビューによる。
32)2002（平成 14）年７月 30 日インタビューによる。







40)大船渡市三陸公民館蔵「昭和 59 年度気仙地区青年問題研究集会 資料」、1985。
41)同上。
42)青年会で踊りをしなくなった結果、1990 年代までは浦浜念仏剣舞は子ども踊りとして知られていた。
しかし、2002（平成 14）年 11 月、これまでに育ってきた若い踊り手を中心として、保存会青年部とい
う名称で浦浜念仏剣舞は全国青年大会に出場。最優秀賞を受賞した。
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